
■主な記事

キャ
ベツ
マン
って
、

なに
いろ
？

ご当地グルメイベント「キャベツマン食堂」
の開催を前に、キャベツマンの塗り絵に挑戦
する園児たち。イベント会場を彩るお手伝い
に張り切って取り組み、笑顔を見せました。
関連記事…２～３㌻（７月２日、城山保育園）

● いわてまちキャベツマン食堂…２～３㌻　
● JA新いわて園芸産地出荷式ほか…4㌻
● 第11回全日本マスターズホッケー大会…６～７㌻
● 原爆に散った未完の大女優・園井恵子生誕百年祭…８～９㌻
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開
店

キャベツマン
食 堂

　「
キ
ャ
ベ
ツ
マ
ン
食
堂
」は
、東

北
初
の「
Ｂ
‐
１
グ
ラ
ン
プ
リ
」公

認
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開
催
さ
れ
、

い
わ
て
ま
ち
焼
き
う
ど
ん
連
合
歓

隊
を
は
じ
め
、ご
当
地
グ
ル
メ
に

よ
る
ま
ち
お
こ
し
に
励
む
11
団
体

が
集
結
。
同
グ
ラ
ン
プ
リ
優
勝
経

験
を
持
つ
、八
戸
せ
ん
べ
い
汁
研

究
所（
青
森
）と
甲
府
鳥
も
つ
煮
で

み
な
さ
ま
の
縁
を
と
り
も
つ
隊

（
山
梨
）、横
手
や
き
そ
ば
サ
ン
ラ

イ
’Ｓ（
秋
田
）の
ほ
か
、久
慈
ま
め

ぶ
部
屋（
久
慈
市
）な
ど
県
内
外
の

ご
当
地
グ
ル
メ
が
勢
ぞ
ろ
い
し
ま

し
た
。

　
各
団
体
は
、自
慢
の
ご
当
地

グ
ル
メ
を
提
供
し
な
が
ら
、出

展
ブ
ー
ス
や
ス
テ
ー
ジ
上
で
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
繰
り
広
げ
、そ

れ
ぞ
れ
の
ま
ち
を
Ｐ
Ｒ
。
ま
た
、

会
場
内
の
キ
ャ
ベ
タ
リ
ア
ン
キ
ッ

チ
ン
で
は
、町
農
商
工
連
携
促
進

委
員
会
に
よ
り
、旬
を
迎
え
た
町

の
特
産
キ
ャ
ベ
ツ「
い
わ
て
春
み

ど
り
」即
売
会
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、

キ
ャ
ベ
ツ
料
理
の
ラ
イ
ブ
シ
ョ
ー

や
町
の
農
商
工
連
携
パ
ー
ト
ナ
ー

企
業
の
㈱
浅
沼
醤
油
店（
盛
岡
市
）

と
㈱
青
三（
紫
波
町
）が
開
発
し
た

新
商
品
が
発
表
さ
れ
、試
食
販
売

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　「
キ
ャ
ベ
ツ
マ
ン
食
堂
」は
、お

目
当
て
の
グ
ル
メ
や
旬
の
キ
ャ
ベ

ツ
を
求
め
て
歩
く
来
場
者
で
に
ぎ

わ
い
、行
列
の
で
き
る
人
気
食
堂

と
な
り
ま
し
た
。

大勢の来場者でにぎわう大町商店街特設会場

　
東
北
一
の
キ
ャ
ベ
ツ
産
地
を
Ｐ
Ｒ
し
、

食
の
ま
ち
・
岩
手
町
を
内
外
に
発
信
し
よ

う
と
、「
い
わ
て
ま
ち
キ
ャ
ベ
ツ
マ
ン
食

堂
」（
同
実
行
委
員
会
主
催
）は
７
月
７
日
、

山
見
の
里
大
町
商
店
街
特
設
会
場
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
１
日
限
り
の
「
キ
ャ
ベ
ツ

マ
ン
食
堂
」で
は
、元
気
い
っ
ぱ
い
の
キ
ャ

ベ
ツ
マ
ン
が
お
も
て
な
し
。
約
８
０
０
０

人
の
お
客
さ
ま
が
各
地
の
ご
当
地
グ
ル
メ

や
キ
ャ
ベ
ツ
料
理
を
堪
能
し
ま
し
た
。

地域には必ず
 宝が埋まっている

【講演】
ご当地グルメで地域を売り込む
【講演前
夜祭

【講師】

　「旬
しゅんかん

感キャベタリアン」は、「いわ
て春みどり」のみずみずしい食感を
生かすため、重しをせずに塩水に浮
かせて漬けた浅漬けです。ドレッシ
ング「キャベタリアン宣言」をかけ
て、サラダ感覚で食べてください。
生産者と町、業者２社がコラボした、
岩手町ならではの特産品です。

　ご当地ドレッシング第２弾の「ゆず
4 4

れぬ想い」は、夏の暑いときでもさっ
ぱりと食べていただけるノンオイル
のゆず醤油味です。生産者や町の皆
さんのキャベツに対する想いを込め
ました。このドレッシングの発売に
より、夏にキャベツを食べるライフス
タイルを提案していきたいです。

　「いわて春みどり」のおいしさをさらに
引き出し、そして手軽に食べていただけ
るような新商品ができました。キャベツ
の良さを広く知っていただき、消費が増
えることを期待しています。

町農商工連携促進委員会　会長

㈱浅沼醤油店　代表取締役社長
浅沼　宏一さん =写真㊧＝

三浦　正美さん＝写真㊥＝

㈱青三　経営企画室長兼商品開発室長
佐藤　千秋さん＝写真㊨＝

新商品

ゆ
ず
れ
ぬ
想
い

キャベ
ツ専用

ドレッ
シング

「キャ
ベタリ

アン宣
言」第

２弾

八戸せんべい汁研究所

事務局長　木
き む ら

村　聡
さとし

さん

キャベタリアン

↑スタッフもお面でキャベツマンに
変身。旬を迎えた町の特産キャベツ
「いわて春みどり」の即売会

↓野菜ソムリエ高橋正浩シェフ＝盛岡市＝
が目の前で調理。トークも弾み笑顔広がる

↓「あまちゃん」効果で一気に全国区へ。ま
めぶ汁を提供する久慈まめぶ部屋の皆さん

↑キレのあるダンスで会場を沸かせる
キャベツマンたちのパフォーマンス

↑沼宮内中や婦人会ほか多数のボラン
ティアスタッフに協力いただきました。
暑い中、おつかれさまでした！

→いわてまち焼きうどん連合歓隊の
まちおこし活動が認められ、「ご当地
グルメの祭典！Ｂ-１グランプリ」の
公認イベントとして開催された

キ
ャ
ベ
タ
リ
ア
ン

いらっしゃいませ～！

キャベツをおいしく食べて、愉快に暮らそう 旬し
ゅ
ん

感か
ん

シリーズに

町農商工連携促進委員会監修

園児が思い思いに塗り
絵したキャベツマンフ
ラッグは会場に飾られ
お客さまを迎えました

いわてまち

　前夜祭は７月６日、プラザあいで開かれ、八戸せんべ
い汁研究所の木村聡事務局長が「地域には必ず宝が埋
まっている」と題して講演を行いました。地元以外で
はほとんど知られていなかった八戸せんべい汁に価値
を見出してまちおこしを行う木村さんは、「まちおこ
し成功のための３Ｐ」として、「ポテンシャル【Potential】
―情報資源を整理し、素材の持つ力を見極めること。
プロモーション【Promotion】―伝えたい相手に的確に
情報を伝えること。プライド【Pride】―地元の人の心
に自信と誇りを呼び起こすこと」を挙げ、「まちおこし
に終わりはない。常に遊び心を忘れずに、自分たちも
楽しめることを続けることが大切」と話しました。ま
た、八戸市で開催された第１回Ｂ-１グランプリの立ち
上げにも関わった木村さんは、「Ｂ-１グランプリは、
グルメイベントではない。ご当地グルメでまちおこし
する団体が、日常の活動を発表する場」と話し、ご当地
グルメによるまちおこしの姿を語りました。
　同研究所は、昨年の第７回Ｂ-１グランプリ北九州大会
でゴールドグランプリを獲得。平成22年度の八戸せんべ
い汁の経済波及効果は563億円と試算されています。
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町
の
特
産
キ
ャ
ベ
ツ「
い
わ
て

春
み
ど
り
」を
は
じ
め
と
す
る
野

菜
が
旬
の
時
期
を
迎
え
、新
岩
手

農
業
協
同
組
合（
本
所
滝
沢
村
、久

保
憲
雄
組
合
長
）は
７
月
２
日
、野

原
地
区
の
東
部
営
農
経
済
セ
ン

タ
ー
川
口
野
菜
集
出
荷
場
で
産
地

出
荷
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
、生
産
者
や
関
係
者
、主

要
取
引
先
で
あ
る
京
浜
地
区
の

青
果
物
卸
売
市
場
な
ど
か
ら
約

２
５
０
人
が
出
席
。
出
荷
式
で
は
、

久
保
組
合
長
が「
い
よ
い
よ
勝
負
の

時
期
。
安
全
・
安
心
の
品
物
と
合

わ
せ
て
、地
域
の
環
境
、生
産
者
の

思
い
も
出
荷
し
て
ま
い
り
ま
す
。

産
地
と
し
て
の
責
任
あ
る
対
応
と

成
果
を
期
待
し
ま
す
」と
力
強
く
あ

い
さ
つ
。
管
内
18
市
町
村
を
代
表

し
て
民
部
田
幾
夫
町
長
が「
関
係
者

の
熱
意
で
生
産
地
か
ら
消
費
地
へ

野
菜
と
や
る
気
、勇
気
を
届
け
て
い

た
だ
き
た
い
と
願
い
ま
す
。
秋
に

は
、笑
顔
が
広
が
る
こ
と
を
期
待
し

ま
す
」と
激
励
し
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、県
産
の
農
畜
産
物

を
Ｐ
Ｒ
す
る「
い
わ
て
純
情
娘
」が

歌
い
、岩
手
中
央
幼
稚
園
の
園
児

た
ち
が
元
気
な
踊
り
で
盛
り
上
げ

る
中
、キ
ャ
ベ
ツ
を
は
じ
め
、レ
タ

ス
、ピ
ー
マ
ン
、ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
な

ど
を「
い
わ
て
春
み
ど
り
」の
ラ
ッ

ピ
ン
グ
広
告
を
施
し
た
大
型
ト

ラ
ッ
ク
に
積
み
込
み
。関
係
者
が
、

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
や
く
す
玉
を
割
っ

て
出
荷
を
祝
い
、全
国
の
市
場
へ

送
り
出
し
ま
し
た
。

選挙結果
第23回参議院議員通常選挙

町の投票率は 54.78％
　
第
23
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

は
７
月
21
日
、投
開
票
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
町
内
21
カ
所
の
投
票
所

で
は
、岩
手
県
選
出
議
員
選
挙
と

比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙
の
投
票

を
実
施
。
開
票
の
結
果
、岩
手
県

選
出
議
員
選
挙
は
、無
所
属
の
現

職
平
野
達
男
氏（
59
）が
３
選
を
果

た
し
ま
し
た
。

　
選
挙
当
日
の
町
の
有
権
者
数

は
、１
万
２
６
７
０
人（
在
外

選
挙
人
含
む
）で
、投
票
総
数
は

６
９
４
０
票（
男
３
４
９
４
票
、女

３
４
４
６
票
）。
こ
の
う
ち
、役
場

庁
舎
に
設
置
さ
れ
た
期
日
前
投
票

所
で
は
、７
月
５
日
か
ら
20
日
ま

で
に
、１
１
２
９
票
が
投
票
さ
れ

ま
し
た
。

　
県
内
の
投
票
率（
県
選
出
議
員

選
挙
）は
、前
回
を
２
・
83
㌽
下
回

る
57
・
53
％
（
男
58
・
61
％
、女

56
・
54
％
）。
一
方
、町
内
の
投
票

率
は
、54
・
78
％
（
男
57
・
02
％
、

女
52
・
68
％
）で
、前
回
を
０
・
03

㌽
下
回
り
ま
し
た
。
な
お
、年
代

別
の
投
票
率
は
、左
表
の
と
お
り

と
な
っ
て
い
ま
す
。

【県選出議員選挙の開票結果】

当落 候補者氏名 年齢 党派・新旧 得票数
岩手町 岩手県

当選 平野　達男 59 無所属・現 2,201 243,368
田中　真一 46 自民・新 2,720 161,499
関根　敏伸 57 生活・新 658 91,048
吉田　晴美 41 民主・新 652 62,047
菊池　幸夫 54 共産・新 479 46,529
高橋　敬子 51 幸福・新 92 8,322

【町内の年代別投票率】
年代 投票率
20代 36.89％
30代 46.16％
40代 52.04％
50代 63.39％
60代 71.75％
70代～ 49.70％
合　計 54.78％

岩手町夏まつり
第19回

８月14日（水）道の駅「石神の丘」
★特設屋台　　　　   11:00 ～ 21:00
★スーパーボールすくい   11:00 ～ 17:00
★水ヨーヨー釣り　   11:00 ～ 17:00
★花火大会（1,600発）　20:00 ～ 20:50

【問い合わせ先】　町夏まつり実行委員会（役場企画商工課内）
　 62-2111　内線213

①テープカットとくす玉割りで出荷
を祝う関係者②生産者の思いが詰
まった野菜をトラックに積み込む③
いわて春みどりのラッピングトラッ
クで関東方面の市場へ④⑤出荷式を
盛り上げるいわて純情娘と園児たち

①

②③
④⑤

ＪＡ新いわて
園芸産地出荷式

体
験
通
じ
て
特
産
品
学
ぶ

　
北
山
形
小（
河
井
彰
校
長
、児
童

20
人
）は
７
月
17
日
、キ
ャ
ベ
ツ
の

収
穫
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
当
日

は
、全
校
児
童
が
小
沢
進
さ
ん
＝
相

寅
瀬
＝
の
キ
ャ
ベ
ツ
畑
を
訪
問
。

小
沢
さ
ん
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
な

が
ら
大
き
く
育
っ
た「
い
わ
て
春
み

ど
り
」を
収
穫
し
た
ほ
か
、そ
の
場

で
試
食
す
る
な
ど
、町
の
特
産
品
に

つ
い
て
学
び
を
深
め
ま
し
た
。

キ
ャ
ベ
ツ
最
盛
期

有権者が次々と投票する第17投票区川口地区社会体育館

※花火大会の時間帯、道の駅「石神の丘」駐車場は大変込み合います。
　町役場駐車場ほか、周辺の駐車場をご利用ください。

※各種イベントは予定です。変更になる場合がありますが、ご了承ください。
　雨天の場合は、花火大会のみ翌日同時刻に開催します。
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２種別で
町勢男子

50 歳以上の部として行われた前回大会に
続き連覇を達成した岩手クラブマスターズ

初日敗れた相手に決勝でリベンジ。日本一に輝いた岩手クラブマスターズ40

５年ぶりに出場。準優勝に輝いたロックハンド・マザーズ 鋭いシュートで４試合６得点。48 歳以上の部の
得点王に輝いた岩手クラブマスターズの府金尚輝選手

女子準Ｖ
　＆第３位

NO HOCKEY,
NO LIFE.

第11回全日本マスターズホッケー大会
　全日本マスターズホッケー大
会（７月14、15日）が第1回
以来10年ぶりに本町ホッケー
場で開催されました。大会には、
No Hockey,No Life. を地で行
く選手たちが全国から集結。会
場は、熱戦の中にもホッケーを
楽しむ笑顔であふれました。
　地元岩手町のチームは、男子
２種別で優勝に輝き、女子の部
では２位、３位に入賞しました。

【男子48歳以上の部】

ホッケー無しでは、
生きられない―

Ｖ２！

【男子40歳以上の部】

【女子35歳以上の部】

①岩手クラブマスターズ　②小矢部ゴールドFOX（富山）　
③EL ACEBO（東京）　④サスケ（千葉）　⑤青森クラブ（青森）、
命友マスターズ48+（京都）

①岩手クラブマスターズ40　②伊吹マスターズ（滋賀）　③小矢部
FOX（富山）　④千葉DPO（千葉）⑤フリーデンホッケー倶楽部（栃木）

①ウッディハンノウホッケーチーム（埼玉）
②ロックハンド・マザーズ
③マスターズオール岩手
④小矢部MAX（富山）
⑤マスターズオール岩手+plus
　ガッツ石動（富山）、カメリア（千葉）

【男子 56歳以上の部】　① GOLD STICKERS（大阪）②MITAク
ラブシニアー（大阪）　③夕陽丘倶楽部（大阪）
【男子64歳以上の部】　①広島やねこいマスターズ（広島）　②GOLD 
STICKERS（大阪）　③舞洲シニアーズ（大阪）

Ｖ２！

得
点
王

ウッディハンノウホッケーチーム
主将　中里 和子 さん（60）
　大会期間中の14日に還暦を迎
えた中里さん。「若いチームメイ
トのおかげで優勝でき、思い出が
一つ増えました」と笑顔。マスター
ズ大会ならではの光景でした。

※太字は町勢

※太字は町勢

※太字は町勢

写真提供：宮崎種光さん＝中田＝

２チーム参加で地元大会を盛り上げたマスターズオール岩手。
地元の声援を受け、昨年の４位を上回る第３位入賞を果たす

シュートを決め雄叫びを上げる岩手クラブマスターズ
菊地任洋選手（14日、命友マスターズ 48+戦）

喜

還暦

歓
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生誕百年祭主催団体「園井恵子を語り継ぐ会」の思い
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関連行事

８ 25
●記念ステージ

日月 日
13:00開場　13:30開演

●広島の被爆体験を聞く会

●生誕百年祭オープニングイベント

主催：町文化振興実行委員会
  町教育委員会事務局  62‐2111 内線 343

●資料展《入場無料》
８月３日土～25日日9:00～17:00
石神の丘美術館ギャラリーホール
年譜、写真、雑誌・書籍、遺品（日記・手紙）、
テレビ映像などの貴重な資料を展示

８月６日火　　《開幕式典》11:00／園井恵子ブロンズ像前（町働く婦人の家）

入場料：前売券 1,000 円［当日1,500円  高校生以下無料］  全席自由

「ふるさとの丘に　虹を追って」

《アフタヌーントーク》14:00／石神の丘美術館ギャラリー
　〇ゲスト　流けい子（元宝塚歌劇団星組娘役・八千代環）
　〇テーマ　「園井恵子と私」　歌とお話し

８月 10日土 13:30 ／プラザあい
広島被爆体験語り：村上啓子（茨城県在住）
詩の朗読：伊藤真理子（東京都在住）

●プレイガイド　町教育委員会事務局／道の駅「石神の丘」／中央公民館・各分館／石神の丘美
術館／プラザあい観光案内所／森のアリーナ／府金商店御堂給油所／ヴィラ／西田だんご店／丸
中菓子店／ブングランドふじさわ／文化堂／Ｍショップチェーンやませ／おしゃれプラザさとう

会場：森のアリーナ⇔いわて沼宮内駅《シャトルバス運行》

原爆に散った未完の大女優

第１部：シンポジウム　「園井恵子と宝塚歌劇団の 100 年を語る」
　　　　シンポジスト：岡田敬二（宝塚文化創造館名誉館長・演出家）ほか
第２部：華麗なステージ　出演：流けい子、森奈みはる（元花組娘役トップ）、九城彬（元
星組男役）、鳴海じゅん（元月組・星組男役）以上宝塚歌劇団ＯＧ、町芸術文化協会加盟団体、
町郷土芸能団体、川口小児童、川口中生徒、沼宮内中・沼宮内高吹奏楽部ほか　

　
大
正
、昭
和
初
期
の
時
代
に
岩
手
か
ら
宝
塚
歌
劇
団

を
目
指
す
こ
と
は
並
々
な
ら
な
い
決
意
が
あ
っ
た
こ
と

で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、周
囲
に
反
対
さ
れ
な
が
ら
も
実

行
し
た
一
途
で
強
い
意
思
は
、現
代
の
私
た
ち
が
学
ぶ

べ
き
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

　
生
誕
百
年
祭
の
各
種
行
事
に
は
１
人
で
も
多
く
の
町
の

人
が
関
わ
っ
て
、園
井
さ
ん
の
生
き
ざ
ま
や
人
柄
を
知
っ

て
ほ
し
い
で
す
ね
。
元
宝
塚
の
ス
タ
ー
と
共
演
で
き
る
こ

と
な
ど
、す
べ
て
は
園
井
さ
ん
か
ら
の
ご
縁
に
よ
る
も
の
。

子
ど
も
た
ち
に
も
出
演
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
園
井
さ
ん

の
波
乱
に
満
ち
た
人
生
や
平
和
に
つ
い
て
語
り
継
ぎ
、後

世
へ
つ
な
げ
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
関
西
エ
リ
ア
と
そ
れ
以
外
で
は
、宝
塚
歌

劇
に
対
し
相
当
な
温
度
差
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
中
、岩
手
町
で
は
、こ
ん
な
に
熱
心

に
園
井
恵
子
を
顕
彰
す
る
人
た
ち
が
い
る
こ

と
に
驚
き
、素
晴
ら
し
い
活
動
だ
と
感
じ
て

い
ま
す
。
他
に
も
空
襲
で
亡
く
な
っ
た
宝
塚

女
優
も
い
ま
す
が
、こ
の
よ
う
な
活
動
は
聞

い
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
だ
け
、園

井
さ
ん
の
人
生
が
特
別
だ
っ
た
と
い
う
こ
と

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
園
井
さ
ん
を
き
っ

か
け
に
広
が
る
ご
縁
や
平
和
を
語
る
こ
と
は

大
変
意
味
の
あ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

園井恵子生誕　  年祭

　
幼
少
期
を
川
口
で
過
ご
し
た
元

宝
塚
歌
劇
団
の
ト
ッ
プ
ス
タ
ー
・

園
井
恵
子
。
一
途
に
追
い
か
け
た

夢
の
宝
塚
。
退
団
後
に
訪
れ
る
数

奇
な
運
命
。
そ
の
類
い
ま
れ
な
る

人
生
を
語
り
継
ご
う
と
、
生
誕
百

年
祭
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が

行
わ
れ
ま
す
。

員
が
宝
塚
の
園
井
を
頼
っ

て
来
る
の
で
す
。
病
弱
な

父
を
抱
え
、家
計
を
支
え

な
が
ら
ス
テ
ー
ジ
に
立
つ

日
々
が
続
き
ま
し
た
。

　
昭
和
14
年
１
月
、雪
組
で

「
愛
国
大
学
生
」、｢

連
帯
の

娘｣

、「
み
ち
草
」な
ど
で
名

演
を
残
し
ま
す
が
、演
劇
の

世
界
に
道
を
求
め
活
動
の

場
を
広
げ
る
園
井
は
、つ
い

に
昭
和
17
年
６
月「
ピ
ノ
チ

オ
」（
ピ
ノ
キ
オ
）の
主
演

　
園そ

の
い
け
い
こ

井
恵
子（
本
名
・
袴
田
ト
ミ
）は
、大

正
２
年
８
月
６
日
、岩
手
郡
松
尾
村（
現
・

八
幡
平
市
）に
生
ま
れ
ま
し
た
。
翌
年
、

両
親
と
と
も
に
川
口
村（
現
・
岩
手
町
川

口
）駅
通
り
に
移
住
。
当
時
の
園
井
は
、

お
祭
り
や
盆
踊
り
が
大
好
き
で
、よ
く
見

物
に
出
か
け
た
と
い
い
ま
す
。

　
川
口
尋
常
小
を
卒
業
し
た
園
井
は
、岩

手
女
子
師
範
付
属
小
高
等
科（
盛
岡
市
）、

小
樽
高
等
女
学
校（
北
海
道
小
樽
市
）に
進

学
し
ま
す
が
、幼
い
こ
ろ
か
ら
あ
こ
が
れ

る
宝
塚
歌
劇
団
へ
の
思
い
が
募
り
退
学
。

昭
和
４
年
６
月
、周
囲
の
反
対
を
押
し
切

り
、家
出
同
然
で
単
身
、宝
塚
音
楽
歌
劇
学

校（
兵
庫
県
宝
塚
市
、小
林
一
三
校
長
）に

乗
り
込
み
入
学
を
嘆
願
し
ま
す
。
異
例
の

措
置
で
入
学
が
許
可
さ
れ
る
と
、翌
年
に

は
花
組
で
笠
縫
清
乃
と
い
う
名
で
初
舞

台
を
踏
み
、ま
も
な
く「
園
井
恵
子
」と
改

名
し
月
組
に
編
入
し
ま
し
た
。

　「
ハ
カ
マ
」の
愛
称
で
親
し
ま
れ
た
園

井
は
、昭
和
８
年
６
月
に
は
星
組
に
移
り

数
々
の
舞
台
に
出
演
。
多
く
の
フ
ァ
ン

を
獲
得
し
、そ
の
卓
越
し
た
演
技
力
は
小

林
校
長（
阪
神
電
鉄
創
業
者
）か
ら
も
絶

賛
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、こ
の
こ
ろ
父

が
商
売
に
失
敗
。
川
口
村
か
ら
家
族
全

を
最
後
に
、宝
塚
歌
劇
団
を
退
団
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、演
劇
か
ら
映
画
界
へ
進
ん
だ

園
井
は
、「
無
法
松
の
一
生
」（
稲
垣
浩

監
督
）で
名
優
・
阪
東
妻
三
郎
と
共
演
。

園
井
の
演
じ
る
清
楚
で
美
し
い
ヒ
ロ
イ

ン
は
大
評
判
と
な
り
、一
躍
全
国
的
に
園

井
恵
子
の
名
が
知
れ
渡
り
ま
し
た
。

　
太
平
洋
戦
争
の
戦
局
が
激
化
す
る
中
、

演
劇
の
道
を
進
む
決
意
を
し
た
園
井
は
、

国
策
に
沿
っ
て
結
成
さ
れ
た「
苦
楽
座
移

動
演
劇
隊
・
桜
隊
」に
参
加
。
兵
舎
や
軍

需
工
場
な
ど
の
慰
問
公
演
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
活
動
の
さ
な
か
、昭
和
20

年
８
月
６
日
、桜
隊
は
広
島
市
内
に
滞
在

中
、原
子
爆
弾
に
遭
遇
。
こ
の
日
は
、く
し

く
も
園
井
の
満
32
歳
の
誕
生
日
で
し
た
。

　
奇
跡
的
に
も
無
傷
で
一
命
を
取
り
留

め
た
園
井
は
、神
戸
の
知
人
宅
に
避
難

し
、終
戦
を
迎
え
ま
す
。「
日
本
の
立
ち

上
が
る
気
力
を
養
う
た
め
の
、何
ら
か
の

お
役
に
た
た
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
」と
盛
岡

に
い
る
母
に
手
紙
を
し
た
た
め
た
園
井
。

女
優
と
し
て
再
起
を
決
心
し
ま
し
た
が

急
に
原
爆
症
を
発
症
し
、８
月
21
日
、志

半
ば
に
し
て
32
年
の
生
涯
を
終
え
ま
す
。

　
原
爆
に
散
っ
た
未
完
の
大
女
優
・
園

井
恵
子
。
32
年
の
短
く
、し
か
し
、類
い

ま
れ
な
る
人
生
と
明
る
く
一
途
な
そ
の

人
柄
は
、今
な
お
人
々
の
心
を
引
き
付

け
て
や
み
ま
せ
ん
。

　
関
係
者
の
熱
意
に
よ
り
、平
成
８
年

に
は
、ふ
る
さ
と
川
口（
＝
境
田
・
町
働

く
婦
人
の
家
）に
ブ
ロ
ン
ズ
像
が
建
立

さ
れ
た
ほ
か
、生
誕
90
周
年（
平
成
15

年
）、没
後
65
周
年（
同
22
年
）な
ど
に

は
、元
宝
塚
歌
劇
団
の
ト
ッ
プ
女
優
と

多
く
の
町
民
が
共
演
し
た
記
念
ス
テ
ー

ジ
で
園
井
を
し
の
ん
で
い
ま
す
。

　
生
誕
１
０
０
周
年
の
こ
と
し
は
、記
念

ス
テ
ー
ジ
を
は
じ
め
、さ
ま
ざ
ま
な
行
事

が
行
わ
れ
ま
す
。
今
一
度
、園
井
の
生
き

ざ
ま
に
触
れ
、ふ
る
さ
と
の
先
人
と
し
て

後
世
に
語
り
継
い
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

園井恵子、宝塚最後の舞台「ピノチ
オ」主演のピノチオ（ピノキオ）役
（昭和17年）

川
口
か
ら
夢
を
追
い
宝
塚
へ

く
し
く
も
誕
生
日
に
被
爆

そ
の
人
生
と
人
柄
を
後
世
へ

園井恵子の一途で強い意思を学び
後世へ語り継いでほしい

園井恵子を語り継ぐ会

柴田 和子 会長（65）

読売新聞大阪本社
編集局　文化・生活部

渕
ふちがみ

上 えり子 記者（32）

熱心な活動に驚き

取材のため来町した宝塚の番記者に逆取材

８月 10日土 14:45 ／プラザあい
●映画「無法松の一生」上映会

園井恵子が吉岡良子役で出演。気品・美貌の誉
れ高く、愛息へ深い愛情を注ぐ、軍人の未亡人役
を外見・内面とも見事に表現し、主演・坂東妻
三郎、子役・長門裕之と共に映画の大ヒットに
貢献した作品を35㍉フィルムで上映します。

オペレット「愛国大学生」
シモン役　（昭和14年）

宝
塚
の
正
装
は
か
ま
を
着
た
園
井
恵
子
の
ブ
ロ
ン
ズ
像
。
平
成
8
年
8
月
25
日

に
除
幕
式
が
行
わ
れ
て
以
来
、多
く
の
フ
ァ
ン
が
訪
れ
る
地
と
な
っ
て
い
る
ほ

か
、地
域
の
人
々
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
周
辺
の
環
境
整
備
に
尽
力
し
て
い
ま
す

幼少期の園井恵子㊧父、妹と
（大正５年）

《入場無料》　解説：斎藤 純（作家）

　  　　映画「無法松の一生」　Ⓒ1943角川映画
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弓
弭
の
泉
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Topics01

歯
と
食
育
か
ら
健
康
を
考
え
る

歯
っ
ぴ
ー
・
ウ
ェ
ル
カ
ム
開
催

Topics02

No.288

体を動かすのが好き

いつか
どこかで

大
学
生
手
作
り
の
音
楽
フ
ェ
ス

カ
レ
ッ
ジ
オ
ブ
ロ
ッ
ク
in
石
神

堤
つ つ み

　サヨ さん（84）=水無=

　
県
内
の
大
学
生
が
出
演
・
運
営

す
る
音
楽
イ
ベ
ン
ト「
カ
レ
ッ
ジ
オ

ブ
ロ
ッ
ク
」（
同
実
行
委
員
会
主
催
）

は
６
月
30
日
、石
神
の
丘
美
術
館
野

外
ス
テ
ー
ジ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、岩
手
大
、県
立
大
、盛
岡

大
、岩
手
医
大
の
音
楽
サ
ー
ク
ル
か

ら
19
組
の
バ
ン
ド
が
出
演
。
青
空

の
下
、ロ
ッ
ク
や
Ｊ
ポ
ッ
プ
の
コ

ピ
ー
や
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
を
は
つ
ら

つ
と
演
奏
し
、約
８
０
０
人
の
観
衆

を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
ま
た
、会
場

で
は
、南
山
形
養
豚
組
合
提
供
の
や

ま
と
豚
と
キ
ロ
サ
肉
畜
生
産
セ
ン

　
町
主
催
の
歯
と
食
育
の
イ
ベ
ン

ト「
も
り
も
り
食
べ
て
歯
っ
ぴ
ー
・

ウ
ェ
ル
カ
ム
」は
６
月
30
日
、プ
ラ

ザ
あ
い
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、親
子
連
れ
な
ど
約

１
０
０
人
が
参
加
。
テ
レ
ビ
な
ど

で
も
活
躍
す
る
料
理
研
究
家
の
小

野
寺
恵
さ
ん
＝
盛
岡
市
＝
が「
子

ど
も
の
や
る
気
を
出
す
朝
ご
は

ん
」と
題
し
て
講
演
し
た
ほ
か
、町

産
の
野
菜
を
使
っ
た
ス
ー
プ
や
ピ

ク
ル
ス
の
レ
シ
ピ
が
紹
介
さ
れ
、

試
食
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
毎
週
、道
の
駅「
石
神
の
丘
」に
野

菜
の
買
い
出
し
に
来
る
と
い
う
小

野
寺
さ
ん
は
、町
産
野
菜
に
つ
い
て

「
野
菜
を
食
べ
ら
れ
な
か
っ
た
孫
が

食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」と
絶

賛
。
子
ど
も
の
食
に
つ
い
て
、「
子

ど
も
の
健
康
を
作
り
、命
を
守
る
の

は
親
。
食
生
活
を
し
っ
か
り
と
し
、

健
康
を
守
る
と
家
族
が
笑
顔
で
楽

し
く
暮
ら
せ
る
」と
訴
え
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
会
場
内
で
は
、一
日
に

必
要
と
さ
れ
る「
野
菜
３
５
０
㌘
の

重
さ
当
て
」や
歯
科
衛
生
士
に
よ
る

歯
科
相
談
、虫
歯
予
防
の
紙
芝
居
な

ど
が
行
わ
れ
、参
加
者
た
ち
は
、健

康
づ
く
り
に
つ
な
が
る
歯
と
食
の

大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

「まち・ひと きらり」では、きらりと光る町の出来事や輝く人たちを紹介します。
あなたの地域・職場での話題をお寄せください。

ひとまち

タ
ー
提
供
の
岩
手
め
ん
こ
い
黒ぎ

ゅ
う牛

の
焼
き
肉
が
振
る
舞
わ
れ
た
ほ
か
、

い
わ
て
ま
ち
焼
き
う
ど
ん
や
町
商

工
会
青
年
部
に
よ
る
軽
食
が
販
売

さ
れ
、来
場
者
は
、町
の
ご
当
地
グ

ル
メ
も
楽
し
み
ま
し
た
。

　
２
年
連
続
で
出
演
し
た
岩
手
医

大
の
バ
ン
ド
・
ス
キ
ッ
プ
イ
ン
夜

道
の
ベ
ー
ス
担
当
岩
佐
亜
矢
さ
ん

（
同
大
４
年
）は「
緑
が
き
れ
い
で
開

放
的
な
会
場
で
す
ね
。
お
い
し
い

も
の
を
食
べ
て
音
楽
を
楽
し
ん
で
、

最
高
。
１
日
中
で
も
２
日
で
も
い

た
い
気
分
」と
満
喫
し
ま
し
た
。

三浦誠さんの三女

三
み う ら

浦 聖
せ い ら

愛ちゃん（中田）

畑中金志さんの孫

畑
はたなか

中 陽
ひ ま り

茉里ちゃん（下屋敷）

１歳児健診に来てくれた
お子さんのかわいい笑顔
を紹介します。

スマ
イル

ベ

イ ビ　ー

ズ

　「健康のためにしていることは特にありませんが、体を動かすことは好きで
すね」と話すサヨさん。普段は、野菜を植えている畑の草取りをしたり、６頭
飼っている和牛の世話をして過ごしているそうです。また、この日は町の老人
クラブスポーツ大会に参加。東部チームの一員として、鉢巻を締めて出場し、
町総合グラウンドで汗を流しました。「１人だとあまり出掛けたりしませんが、
皆さんとスポーツをしたり、温泉に行ったり、老人クラブで遊んであるくこと
が楽しみなんです。一番の思い出は、大名湯治に行ったことですね」と思い返
すサヨさん。今は、「孫の成長が楽しみです」とにこやかにほほ笑みます。

西川宜浩さんの長女

西
にしかわ

川 沙
さ ら

良ちゃん（大坊）

ずっとニコニコさら
ちゃんでいてね♡

お子さんの紹介

な ま え　（ 地 区 ）
保護者から一言 夏休みが楽しみ

　将来は、「強いテニス選手になりたい」泰生君と
「整骨医になり、家族を元気にしてあげたい」大門
君、「速いスマッシュを打てる卓球選手になりたい」
開君、「パティシエになり、おいしいクッキーを作
りたい」萌衣さんは、岩瀬張小の５年生。それぞれ、
図書委員長、児童会執行部書記、図書委員会副委員
長、保健委員長として６年生と一緒に同小を引っ張
ります。夏休みには、「北山形小のプールに行くこと」
や「キャンプファイヤーと肝試し」など楽しみがいっ
ぱい。暑さに負けず満喫しようと張り切ります。

①スープやピクルス、ふ
りかけなど町産野菜を
使った料理の試食②講
演した料理研究家の小
野寺恵さん③野菜の重
さ当てクイズにチャレ
ンジ④子どもたちに虫
歯予防の大切さを紙芝
居で伝えるコーナー

小林大亮さんの次女

小
こばやし

林 いち花
か

ちゃん（下屋敷）

元気にすくすく
育ってね

中村達嗣さんの長女

中
なかむら

村 依
い お り

織ちゃん（江刈内）

いっぱい食べて大き
くなってね

①バンドの熱いステージに
盛り上がる観衆②焼き肉振
る舞いに列をなす来場者たち
③実行委員会メンバーは開催
１週間前にも会場を訪れ、草
取りなど会場整備を実施した

瀬
せ が わ

川 泰
た い せ い

生君 岩
い わ さ き

崎 開
か い

君

岩
い わ さ き

崎 大
だ い も ん

門君 岩
い わ さ き

崎 萌
も え

衣さん

（岩瀬張小5年全員）

①

②③

④

①

②

③

元気に健康に育ってね優しい子になってね
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本
経
済
の
行
方
考
え
る

○
平
成
25
年
度
第
１
回
石
神
サ
ロ
ン

「自分から知恵を出して行動することが必要」と説く中島教授

日

▼2013.06.21

て
よ
う
人
権
の
心
と
花

○
一
方
井
小
で
人
権
教
室

　
児
童
た
ち
の
思
い
や
り
の
心
を
育
も
う
と

一
方
井
小（
早
川
幸
男
校
長
、児
童
90
人
）は

６
月
21
日
、人
権
教
室
を
行
い
ま
し
た
。
当

日
は
、町
人
権
擁
護
委
員
の
４
人
が
同
小
を

訪
問
。
下
村
享
子
委
員
が
１
年
生
16
人
に
対

し
、「
人
権
と
は
、友
達
を
い
じ
め
た
り
悪
口

を
言
っ
た
り
し
な
い
こ
と
で
す
。
あ
り
の
ま

ま
の
自
分
で
暮
ら
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
」な
ど
と
話
し
、人
権
の
意
味
や
人
を
思
い

や
る
心
の
大
切
さ
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
ま

し
た
。
そ
の
後
、児
童
と
委
員
は
一
緒
に
花

植
え
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

育
▼2013.06.21

プランターにニチニチソウを植える児童と人権擁護委員たち

の
駅
活
用
し
作
品
展

道の駅の円形ホールに手作りの木工作品を展示した戸埜村さん

　
町
産
直
組
合
員
の
戸と
の
む
ら
ま
さ
し

埜
村
正
さ
ん
が
７
月

12
日
〜
21
日
、道
の
駅「
石
神
の
丘
」の
道
路

情
報
休
憩
施
設
多
目
的
室
で
木
工
作
品
展
を

開
き
ま
し
た
。
同
展
に
は
、動
物
を
モ
チ
ー

フ
に
し
た
作
品
や
置
物
、壁
掛
け
な
ど
25
点

の
作
品
が
展
示
さ
れ
、来
場
者
を
楽
し
ま
せ

ま
し
た
。
戸
埜
村
さ
ん
は
、「
施
設
を
活
用

し
た
い
と
思
い
開
い
た
個
展
で
す
。
多
く
の

人
に
来
て
い
た
だ
き
感
動
し
ま
し
た
。
産
直

に
も
立
ち
寄
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
」と
話
し

ま
し
た
。
戸
埜
村
さ
ん
は
、毎
年
、同
産
直
に

木
彫
り
の
十
二
支
を
寄
贈
し
て
い
ま
す
。

道
○
町
産
直
組
合
・
戸
埜
村
正
さ
ん

▼2013.07.15元気にプレーし親睦深める
○町老人クラブスポーツ大会

　町老人クラブ連合会（西田利夫会長）主催の町老人クラ
ブスポーツ大会は7月17日、町総合グラウンドで開かれま
した。当日は、町内の44単位老人クラブの約200人が、地区
ごとに編成した5チームで参加。個人競技と団体競技の9
種目で優勝を競い合いました。会場の天然芝グラウンド
では、年齢を感じさせない力強い走りや息の合ったチーム
プレーを展開。参加者同士の親睦を深めました。なお、優
勝チームなどは、8月8日に同会場で行われる岩手紫波地
区老人スポーツ大会に町代表として出場します。
【大会結果】　①沼宮内②一方井③御堂・久保④川口⑤東部

 ▼2013.07.17

15
人
が
息
を
合
わ
せ
て
後
方
へ
次
々
と
ボ
ー

ル
を
渡
す
川
口
チ
ー
ム
の「
ボ
ー
ル
送
り
」

丹精込めて育てた肉牛の審査を受ける畜産農家と見守る観衆

　
盛
岡
北
部（
岩
手
町
、葛
巻
町
、盛
岡
市
玉

山
区
）の
優
良
な
乳
・
肉
牛
を
展
示
・
評
価

す
る
畜
産
共
進
会
は
６
月
30
日
、山
辺
内
地

区
の
Ｊ
Ａ
新
い
わ
て
種
子
セ
ン
タ
ー
特
設
会

場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、３
市
町

の
畜
産
農
家
が
参
集
。
乳
牛
の
ホ
ル
ス
タ
イ

ン
種
、肉
牛
の
黒
毛
和
種
と
日
本
短
各
種
が

計
１
１
０
頭
出
品
さ
れ
、各
部
門
ご
と
に
体

つ
き
の
美
し
さ
な
ど
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

会
場
は
、手
塩
に
か
け
て
育
て
た
牛
が
入
賞

を
果
た
し
喜
ぶ
出
品
者
や
審
査
を
見
守
る
人

た
ち
の
笑
顔
で
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

○
盛
岡
北
部
畜
産
共
進
会

牛

　
青
少
年
健
全
育
成
啓
発
パ
レ
ー
ド
と
集
会

は
７
月
23
日
、町
内
４
地
区
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
沼
宮
内
地
区
で
は
、沼
宮
内
中
や
沼
宮
内

高
校
の
生
徒
、地
域
の
住
民
な
ど
約
２
０
０
人

が
参
加
。
開
会
式
で
は
、沼
宮
内
中
３
年
の
柴

田
芽
衣
さ
ん
が「
行
動
に
自
覚
を
持
ち
、地
域

社
会
の
一
員
と
し
て
強
く
た
く
ま
し
い
人
間

に
な
る
よ
う
努
力
し
ま
す
」と
誓
い
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。
参
加
者
は
、の
ぼ
り
旗
や
横
断

幕
を
掲
げ
て
稲
荷
神
社
か
ら
プ
ラ
ザ
あ
い
ま

で
パ
レ
ー
ド
。
地
域
全
体
で
青
少
年
を
育
て

て
い
け
る
環
境
づ
く
り
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

○
青
少
年
健
全
育
成
パ
レ
ー
ド

町

中高生や地域の皆さんが横断幕やのぼり旗を掲げてパレード

▼2013.07.23

内
４
地
区
で
呼
び
掛
け

▼2013.06.30

の
肉
体
美
⁉
競
い
合
う

リーナに歓声響かせ交流
○岩手紫波身障者スポーツ交流会  ▼2013.07.25

輪
の
中
を
通
し
た
数
を
競
う
フ
ラ
イ
ン
グ

デ
ィ
ス
ク
。
各
種
目
は
市
町
村
対
抗
で
実
施

ア

川口中、沼宮内中の㊚㊛が東北へ
○県中総体ホッケー  ▼2013.07.20～21

　県中学校総合体育大会ホッケー競技は7月20日と21日の
両日、町ホッケー場で開催されました。両日は、男子4校（大
会規定により一方井中はオープン参加）、女子３校が出場
し、リーグ戦で対戦。県代表の座を懸けた熱戦が繰り広げ
られました。その結果、男子は川口中（10年ぶり11回目）、
女子は沼宮内中（2年連続13回目）が優勝。沼宮内中男子と
川口中女子がそれぞれ準優勝し、4チームは8月2～ 4日、
宮城県栗原市で開催される東北大会へ駒を進めました。
【大会結果】　 ▼男子 ①川口中　②沼宮内中　 ③東部中

▼女子 ①沼宮内中　②川口中　③一方井中
川
口
中
工
藤
優
也
主
将
㊧
が
リ
バ
ー
ス
シ
ュ
ー

ト
を
決
め
先
制
点（
21
日
、沼
宮
内
中
‐
川
口
中
）

　
町
産
業
経
済
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク「
石
神
サ
ロ

ン
」の
第
１
回
研
修
会
は
６
月
21
日
、石
神
の
丘

美
術
館
で
開
か
れ
、町
内
の
企
業
経
営
者
や
関

係
者
な
ど
約
60
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
研
修
会

で
は
、慶
応
義
塾
大
商
学
部
の
中
島
隆
信
教
授

が「
日
本
経
済
の
ゆ
く
え
〜
地
方
と
都
市
、そ
し

て
若
者
〜
」と
題
し
て
講
演
。
中
島
教
授
は「
経

済
成
長
は
収
束
し
、人
口
は
減
少
す
る
。
そ
れ

を
踏
ま
え
、競
争
性
だ
け
で
な
く
差
別
化
を
目

指
し
た
戦
略
が
必
要
」な
ど
と
話
し
た
ほ
か
、町

産
食
材
を
食
し
な
が
ら
の
交
流
会
で
、参
加
者

と
盛
ん
に
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　第42回岩手紫波地区身体障害者スポーツ交流会は7月25
日、森のアリーナで開催されました。当日は、7市町村か
ら約180人の選手が参加したほか、町内の福祉団体などが
運営を補助。参加者たちは、フライングディスクなどの
ニュースポーツ5種目で得点を競い合い、好プレーに歓声
を上げて拍手を送り合うなどアリーナは活気に包まれま
した。町身体障がい者協議会の高橋達志会長は、「会員の
皆さんが毎年楽しみにしている大会です。他市町村の皆
さんとも顔なじみが多く、交流も深めたい」と話しました。
【大会結果】（3位まで）　①紫波町　②岩手町　③葛巻町
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イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
や
加
工
食
品

（
ち
く
わ
、ハ
ム
な
ど
）、漬
物
や
佃
煮
に

は
塩
分
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
取

り
過
ぎ
に
は
、気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

　
体
内
の
水
分
が
不
足
す
る
と
血
液

の
流
れ
が
悪
化
し
、血
管
が
詰
ま
り
や

す
く
な
り
ま
す
。
特
に
夏
は
汗
を
か

く
た
め
、体
を
動
か
す
前
や
汗
を
か
い

た
後
、朝
起
き
た
時
、寝
る
前
な
ど
、こ

ま
め
に
水
分
を
補
給
し
ま
し
ょ
う
。

　
食
事
は
１
日
３
食
、朝
・
昼
・
夕

と
毎
日
で
き
る
だ
け
決
ま
っ
た
時
間

に
取
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。ま
た
、

「
主
食
・
主
菜
・
副
菜
」を
そ
ろ
え
た

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
と
な
る
よ
う

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、食
事
は
腹
八
分
目
、ゆ
っ
く

り
か
ん
で
食
べ
る
こ
と
を
心
掛
け
、間

食
や
お
酒
は
、量
や
時
間
を
決
め
、取

り
過
ぎ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
脳
卒
中
は
一
度
か
か
る
と
後
遺
症

が
残
り
や
す
い
病
気
で
す
。
予
防
の

た
め
、今
日
か
ら
で
き
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
自
分
の
食
生
活
を
振
り

返
り
、気
を
付
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
脳
卒
中
・
が
ん
・
心
臓
病
は
、長

年
の
不
適
切
な
生
活
習
慣
が
積
み
重

な
り
起
こ
る「
生
活
習
慣
病
」と
も
い

わ
れ
、日
本
人
の
三
大
死
因
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
脳
卒
中
は
、脳
の
血
管

が
詰
ま
っ
た
り
、破
れ
た
り
し
て
、そ

の
先
の
細
胞
が
死
ん
で
し
ま
う
病
気

で
、県
内
で
は
年
間
約
３
千
人
が
発

症
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、介
護
が
必

要
に
な
っ
た
原
因
で
１
番
多
い
の
が

脳
卒
中
で
、国
の
調
査
で
は
５
人
に

１
人
の
割
合
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
脳
卒
中
は
、食
生
活
の
乱
れ
や
運

動
不
足
、喫
煙
、飲
酒
な
ど
で
不
健
康

な
状
態
が
長
く
続
く
こ
と
に
よ
っ
て

発
症
し
ま
す
。

　
脳
卒
中
予
防
の
最
大
の
ポ
イ
ン
ト

は
、高
血
圧
を
防
ぐ
こ
と
で
す
。
高

血
圧
は
、塩
分
の
取
り
過
ぎ
な
ど
食

生
活
が
大
き
く
関
係
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、今
回
は「
減
塩
」を
中
心
と

し
た
脳
卒
中
を
予
防
す
る
食
事
の
ポ

イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

　
汁
物
は
具
を
多
く
す
る
こ
と
で
、

汁
の
量
が
減
り
、塩
分
の
摂
取
量
を

減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
う
え
、素
材

か
ら
の
う
ま
み
が
出
て
、お
い
し
く

食
べ
ら
れ
ま
す
。

　
酢
の
物
を
取
り
入
れ
た
り
、味
付

け
に
香
辛
料（
コ
シ
ョ
ウ
、唐
辛
子
な

ど
）、香
味
野
菜（
み
ょ
う
が
、し
ょ
う

が
、し
そ
な
ど
）、か
ん
き
つ
類（
ゆ

ず
、レ
モ
ン
な
ど
）を
利
用
す
る
と
薄

味
で
も
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
、減
塩

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
ま
た
、し
ょ
う
ゆ
は
、か
け
る
よ
り

も
付
け
る
こ
と
で
、使
う
量
を
抑
え

ら
れ
、素
材
の
う
ま
み
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。

今
日
か
ら
始
め
よ
う

今
日
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う

文化・情報

No.17

町
の
名
所
・
旧
跡
や
自
然
、歴
史
な
ど
を「
岩
手

町
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会
」会
員
が

毎
月
交
代
で
紹
介
し
ま
す
。今
月
の
ガ
イ
ド
は
、

武
田
吉
孝
さ
ん（
60
歳
）＝
下
黒
内
＝
で
す
。

「
じ

っ
こ
石い

し

　
婆ば

っ
こ
石い

し

」

まちの文芸
町立図書館
62-2877

岩手町観光ボランティアホームページ http://e-iwate.net/

俳
句

川
柳
席
題「
七
夕
」　
馬
渕
　
草
　
選

短
歌

【８月の休館日】　毎週月曜日、23日㈮

新着図書
ジャンル 書　　　名 著　　者

一般向け
小　説 月下上海 山口　恵以子
実用書 「おなかが弱い！」が治る本 渡邊　昌彦
実用書 入浴の事典 阿岸　祐幸

児童向け
読み物 あたしがおうちに帰る旅 ニコラ・デイビス
絵　本 ぼくはねんちょうさん 田中　六大
実用書 謎の図鑑 学研教育出版

　真夏の日差しがぎらぎらと照りつける毎日。図書
館で読書休憩がお薦めです。

図書館の行事　

【開館時間】　９:00～ 18:00

◇おはなし会◇
【日時】　８月25日㈰　午前11時～
【対象】　小学校就学前の親子
　読み聞かせボランティアの『おはなし
☆きらきら☆』によるおはなし会です。

〈
佳
作
〉

七
夕
に
子
を
つ
れ
出
し
て
、ま
ず
ジ
ョ
ッ
キ 

　
　
久
慈
　
正
和

短
冊
に
願
い
を
込
め
る
小
さ
な
手 

　
　
土
橋
は
つ
お

〈
秀
逸
〉

七
夕
へ
幼
き
文
字
も
で
か
い
夢 

　
　
佐
藤

　
小
草

〈
特
選
〉

天
の
川
　
川
留
出
来
ぬ
悪
代
官 

　
　
四
日
市
俊
悦

七
夕
も
何
も
な
か
っ
た
冷
奴 

　
　
自

　
　
　
句

枕
辺
に
忍
ぶ
夜
涼
や
夢
深
む 

遠
藤
　
金
作

密
や
か
な
女
心
や
半
夏
生 

遠
藤
　
初
枝

水
飲
ん
で
夏
の
盛
り
の
ひ
と
休
み 

佐
藤

　
　
栄

あ
な
涼
し
足
裏
天
に
露
天
の
湯 

志
田

　
悦
朗

大
胆
に
家
具
の
位
置
替
ふ
夏
座
敷 

柴
田

　
ヒ
ノ

雨
を
得
て
活
気
の
戻
る
移
植
苗 

白
井

　
梅
子

雨
具
手
に
梅
雨
雲
の
空
う
か
が
へ
り 

田
中
　
定
憲

力
づ
く
歩
合
仕
事
や
三
尺
寝 

山
口
　
國
男

青
田
搖
る
遠
目
に
光
る
風
の
色 

高
橋

　
麗
子

小
雨
降
る
鶴
飼
橋
に
立
ち
て
見
る
北
上
川
の
水

の
豊
さ 

五
十
地
キ
ミ
子

七
月
の
雨
に
ぬ
れ
つ
つ
啄
木
の
歌
碑
の
建
ち
い

る
公
園
歩
む 

瀬
川

　
浩
美

啄
木
に
耳
打
ち
聞
き
た
や
追
わ
れ
身
に
群
青
の

山
は
何
と
ぞ
歌
ひ
て 

高
橋

　
い
と

渋
民
の
鶴
飼
橋
は
揺
れ
も
せ
ず
歩
み
ゆ
く
娘
の

足
取
り
軽
し 

山
口
　
國
男

「
取
り
敢
え
ず
」と
名
附
け
た
ビ
ー
ル
の
美
味
い
こ

と
グ
ラ
ス
が
産
ん
だ
麾
下
の
ア
イ
デ
ア 

佐
藤

　
水
魚 ◇チビッコ映画会◇

　
黒
石
温
泉
の
あ
る
御み
た
け岳
の
山
の
中
腹
に

直
立
す
る
大
き
な
石
が
あ
り
、温
泉
の
道

路
下
の
畑
の
中
に
は
横
た
わ
る
石
が
あ
り

ま
す
。
直
立
の
石
は「

っ
こ
石
」、横
た

わ
る
石
は「
婆
っ
こ
石
」と
呼
ば
れ
、次
の

よ
う
な
昔
話
が
語
り
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　「
昔
、多お
ゆ
み弓
と
い
う
名
の
男
は
、妻
の
ほ
か

に
親
し
く
す
る
女
が
い
ま
し
た
。
と
て
も

嫉
妬
深
い
多
弓
の
妻
は
、多
弓
を
の
の
し
り
、

わ
め
き
散
ら
し
た
た
め
、困
っ
た
多
弓
は
、女

を
連
れ
て
御
岳
の
山
に
登
り
、二
人
で
石
に

な
っ
て
隠
れ
ま
し
た
。
妻
は
鬼
の
よ
う
な

化
け
物
に
な
り
、女
の
石
を
山
の
下
に
投
げ

飛
ば
し
、ま
わ
り
の
草
も
木
も
、み
ん
な
石
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
」と
い
う
話
で
す
。

　
黒
石
温
泉
に
行
っ
た
ら
、お
湯
に
入
る
前

に「

っ
こ
石
」、「
婆
っ
こ
石
」を
散
策
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

【日時】　８月１日㈭、２日㈮
　　　　午前の部　10時30分～
　　　　午後の部　14時30分～
【対象】　幼児、小学生

※「まちの文芸」欄へ投稿する個人は、ペンネーム
のほか本名と住所、電話番号をお知らせください

㊧高さ約2㍍、幅1㍍50㌢
の「 っこ石」。石の表面
に文字が彫られている

㊦草木に覆われ姿が隠れ
ている「婆っこ石」。高さ
約1㍍30㌢、幅1㍍80㌢

脳
卒
中
を
予
防
す
る

　
食
事
の
ポ
イ
ン
ト

今月は平牛まゆみ栄養士
からのお便りです

日
本
人
に
多
い「
脳
卒
中
」

　現在、児童扶養手当や特別児童扶養手当を受けて
いる人は、毎年８月に現況届などの提出が必要です。
　この届け出は、引き続き手当を受けられるかを審
査するもので、提出がない場合は、手当の支給が差
し止めになります。また、提出が遅れると支給が遅
れることもありますので、該当する人は忘れずに手
続きをしてください。
【受付日時、場所】　○８月 23 日（金）、26 日（月）、
午前８時30分～午後７時　○役場第２会議室（２階）
【手続きに必要なもの】　●児童扶養手当　①印鑑②

　 役場町民課　子育て支援係
 62-2111内線504

手当証書③養育費等に関する申告書④勤務先の住所
と電話番号が分かるもの
●特別児童扶養手当　①印鑑②手当証書③勤務先の住
所と電話番号が分かるもの④身体障害者手帳・療育手帳
※その他、状況に応じて書類を提出していただく
ことがあります
【その他】　受付日以外にも、町民課子育て支援係（１
階２番窓口）で随時受け付けています。児童扶養手当
は８月中に、特別児童扶養手当は８月12日（月）か
ら９月10日（火）までに必ず手続きをしてください

児童扶養手当の申請手続きを忘れずに！
受け付けは８月23日（金）と26日（月）

予
防
の
た
め
の
食
生
活

①
具
だ
く
さ
ん
の
汁
物
で
減
塩

②
味
付
け
工
夫
し
薄
味
で

③
加
工
品
の
取
り
過
ぎ
に
注
意

④
十
分
な
水
分
補
給
を

⑤
規
則
正
し
い
食
生
活
を
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含
ま
な
い
）が
48
万
円
を
超
え
る

人
は
、消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費

税
の
中
間
申
告
と
納
付
が
必
要
で

す
。
中
間
申
告
は
、前
年
実
績
に

よ
る
方
法
と
仮
決
算
に
基
づ
く
方

法
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、確
定
消
費
税
額
に
応
じ

て
、中
間
申
告
・
納
付
の
回
数
が

異
な
り
ま
す
。
詳
し
い
内
容
は
、

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（w

w
w
.

nta.go.jp

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
花
火
や
お
盆
な
ど
で
火
を
使
う

機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。
次
の
こ

と
に
注
意
し
て
火
災
を
起
こ
さ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○「
火
遊
び
は
し
な
い
。
見
か
け
た

ら
注
意
す
る
」を
子
ど
も
に
教
え
ま

し
ょ
う
　
○
花
火
を
す
る
と
き
は
、

水
を
入
れ
た
バ
ケ
ツ
を
準
備
し
、大

人
が
付
き
添
い
ま
し
ょ
う
　
○
火

を
付
け
て
い
る
と
き
は
、そ
の
場
を

離
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

　
ま
た
、９
月
１
日
は「
防
災
の

日
」、８
月
30
日
〜
９
月
５
日
は「
防

災
週
間
」で
す
。
地
震
で
倒
れ
や
す

い
家
具
は
な
い
か
、非
常
用
持
ち
出

し
品
の
準
備
、危
険
箇
所
な
ど
を
家

族
で
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
盛
岡
中
央
消
防
署
岩
手
分
署

　
６
２
‐
６
１
１
９

【
受
講
手
数
料
】　
４
７
０
０
円
分

の
県
収
入
証
紙
を
申
請
書
に
貼
っ

て
く
だ
さ
い

・

　（
財
）
県
消
防
協
会

（
〒
０
２
０
‐
０
０
２
１
盛
岡
市

中
央
通
３
‐
７
‐
22
）

０
１
９
‐
６
５
４
‐
３
９
９
１

　
県
高
齢
者
福
祉
生
活
協
同
組
合

で
は
、介
護
職
を
目
指
す
人
向
け
の

受
験
講
座
や
研
修
を
行
い
ま
す
。

○
介
護
福
祉
士
国
家
試
験
受
験
対

策
お
よ
び
模
擬
試
験
講
座

【
対
象
者
】　
介
護
の
業
務
に
従
事

し
て
い
る
人
、ま
た
は
、介
護
福
祉

士
国
家
試
験
受
験
資
格
者

【
定
員
】　
１
０
０
人

【
開
催
日
】　
９
月
21
日（
土
）、22

日（
日
）、12
月
22
日（
日
）

【
会
場
】　
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
岩
手

（
〒
０
２
０
‐
０
８
３
１
盛
岡
市

三
本
柳
８
‐
１
‐
３
）

【
受
講
料
】　
１
万
８
０
０
０
円

○
介
護
職
員
初
任
者
研
修
課
程

【
対
象
者
】　
介
護
の
業
務
に
従
事

し
よ
う
と
す
る
人

【
定
員
】　
40
人

【
開
催
期
間
】　
10
月
７
日（
月
）

〜
11
月
18
日（
月
）（
全
23
日
間
）

【
会
場
】　
盛
岡
八
幡
宮
参
集
殿

マ
ッ
サ
ー
ジ
を
体
験
し
よ
う
〜

【
日
時
】　
８
月
20
日（
火
）午
前
10
時

【
場
所
】　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

【
持
ち
物
】　
バ
ス
タ
オ
ル

【
定
員
】　
15
組
程
度

【
申
込
期
限
】　
８
月
19
日（
月
）

○
消
防
士
さ
ん
か
ら
教
え
て
も
ら

お
う
心
肺
蘇
生
法

【
日
時
】　
８
月
29
日（
木
）午
前
10
時

【
場
所
】　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

【
定
員
】　
15
組
程
度

【
申
込
期
限
】　
８
月
28
日（
水
）

・

　
町
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー

65
‐
２
１
３
１

　
危
険
物
取
扱
者
免
状
の
交
付
を

受
け
、危
険
物
の
取
り
扱
い
作
業
に

従
事
し
て
い
る
人
は
、定
期
的
に
保

安
講
習
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
本
年
度
の
受
講
申
請
を
８

月
19
日（
月
）ま
で
受
け
付
け
ま
す
の

で
、忘
れ
ず
に
受
講
し
ま
し
ょ
う
。

【
保
安
講
習
の
日
程
・
会
場
】　
10

月
９
日（
水
）　
盛
岡
市
渋
民
文
化

会
館（
渋
民
公
民
館
）の
ほ
か
、９
月

４
日（
水
）か
ら
11
月
７
日（
木
）ま

で
の
間
、県
内
各
地
で
開
か
れ
ま
す

【
申
請
書
配
布
先
】　
消
防
署（
分

署
・
出
張
所
）、（
財
）県
消
防
協
会
、

県
庁
総
合
防
災
室

岩
手
町
役
場

　
62ｰ

２
１
１
１

お
知
ら
せ

 

問
い
合
わ
せ
先

　
　

 

申
し
込
み
先

Iwatemachinformation

YOUNG

散歩

ヤ
ン
グ

Iwatemachinformation

No.302
【プロフィル】　たかむら・ゆたか（24）＝大平＝。盛岡農業高を平成
19年に卒業後、同高特別専攻科を経て、家業の農業に従事。血液型Ｏ型、
いて座。

　「キャベツは今が最盛期。７月から10月まで、ほぼ休みなしです」と笑
う豊さんは、約17㌶のキャベツ畑を所有する大規模野菜農家の後継者。
「ことしは、干ばつで生育が遅れましたが、今は順調。出来は上々です」
と特産キャベツ「いわて春みどり」の収穫に励みます。「自分の友達でも
『いわて春みどり』を知らない人がいる。若い人たちに、もっと知ってほ
しいし、食べてほしい。品質には自信がありますから」と思いは強く、農
家仲間とその方法を考えます。冬場は、スノーボードやワカサギ釣りな
どの趣味を楽しむ豊さん。理想の女性像は、「明るく、フィーリングが
合う人」だとか。「外で見聞きすることが刺激になります。研修や旅行
でいろいろな場所に行ってみたいですね」と意欲を燃やします。

若い人にもっと知らせたい

高村 豊 さん

火
の
始
末
に
気
を
つ
け
て

■
防
災
の
備
え
も

危
険
物
講
習
お
忘
れ
な
く

■
危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

算
、ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、縫
製
、

木
工
、喫
茶
サ
ー
ビ
ス
、パ
ソ
コ
ン

デ
ー
タ
入
力

【
参
加
資
格
】　
次
の
す
べ
て
を
満

た
す
人
　
①
障
害
者
手
帳
を
持
っ

て
い
る
人
、ま
た
は
、知
的
障
が
い

者
　
②
４
月
１
日
現
在
で
満
15
歳

以
上

　
③
県
内
に
居
住
ま
た
は
県

内
の
事
業
所
に
在
籍
し
て
い
る
人

【
申
込
期
限
】　
８
月
９
日（
金
）

　
ま
た
、同
日
は「
も
の
づ
く
り
作

品
展
」が
同
時
開
催
さ
れ
ま
す
。

出
展
を
希
望
す
る
人
は
、８
月
９
日

（
金
）ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・

　
岩
手
高
齢
・
障
害
者

雇
用
支
援
セ
ン
タ
ー
（
〒
０
２
０

‐
０
０
２
４
盛
岡
市
菜
園
１
‐
12

‐
10
日
鉄
鉱
盛
岡
ビ
ル
５
階
）

０
１
９
‐
６
５
４
‐
２
０
８
１

　
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

各
種
講
習
会
を
行
い
ま
す
。
参
加

費
用
は
い
ず
れ
も
無
料
で
す
。
講

習
会
開
催
中
は
子
育
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
託
児
を
行
い
ま
す

の
で
、気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

○「
子
育
て
講
習
会
」
〜
ベ
ビ
ー

（
〒
０
２
０
‐
０
８
７
２
盛
岡
市

八
幡
町
13
‐
１
）

【
受
講
料
】　
７
万
９
０
０
円

・

　
県
高
齢
者
福
祉
生
活
協

同
組
合（
〒
０
２
０
‐
０
８
２
２

盛
岡
市
茶
畑
２
‐
21
‐
15
）

０
１
９
‐
６
５
３
‐
５
８
３
０

　
県
司
法
書
士
会
で
は
、「
相
続
に

関
す
る
無
料
相
談
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

を
行
い
、各
会
員
の
事
務
所
と
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
で
相
談
を
受
け
付

け
ま
す
。
▼
自
宅
が
、亡
く
な
っ
た

祖
父
名
義
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る

▼
相
続
人
の
中
に
行
方
不
明
者
が

い
る
な
ど
の
相
談
に
答
え
ま
す
。

【
期
間
】　
８
月
１
日
〜
30
日（
土

日
・
お
盆
休
み
を
除
く
）

【
相
談
受
付
】　

０
１
２
０
‐

８
２
３
‐
８
１
５（
午
前
10
時
〜

午
後
１
時
）

　
県
司
法
書
士
会
事
務
局

０
１
９
‐
６
２
２
‐
３
３
７
２

　
個
人
事
業
主
で
平
成
24
年
分
の

確
定
消
費
税
額（
地
方
消
費
税
を

　
８
月
30
日
か
ら
９
月
５
日
ま
で

は「
建
築
物
防
災
週
間
」で
す
。
県

は
、町
や
消
防
な
ど
と
共
同
で
行
う

防
災
査
察
で
建
築
物
の
安
全
管
理

の
状
況
を
確
認
し
、必
要
に
応
じ
た

指
導
を
行
い
ま
す
。
な
お
、こ
の
週

間
中
、防
災
相
談
所
を
開
設
し
、建

築
物
の
防
災
に
関
す
る
相
談
に
応

じ
ま
す
の
で
利
用
く
だ
さ
い
。

・
防
災
相
談
所
　
○
県
庁
県

土
整
備
部
建
築
住
宅
課
０
１
９

‐
６
２
９
‐
５
９
３
７
　
○
盛
岡

広
域
振
興
局
土
木
部
０
１
９
‐

６
２
９
‐
６
６
５
０

　
森
林
を
適
切
に
維
持
管
理
す
る

た
め
、伐
採
届
出
書
の
提
出
が
法

律
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
届
け
出
時
期
】　
伐
採
を
始
め
る

90
日
〜
30
日
前

【
届
け
出
先
】　
森
林
の
所
在
す
る

市
町
村

【
届
け
出
人
】　
○
自
分
で
伐
採
す

る
場
合
↓
森
林
所
有
者

　
○
業
者

に
伐
採
を
依
頼
す
る
場
合
↓
森
林

所
有
者
と
業
者
の
連
名
で

　
役
場
農
林
環
境
課
農
林
振
興

係
62
‐
２
１
１
１
内
線
３
０
３

　
防
衛
省
は
、来
春
採
用
予
定
の

各
種
自
衛
官
を
募
集
し
ま
す
。

【
種
目
】　
防
衛
大
学
校
学
生
、防

衛
医
科
大
学
校
学
生
、同
看
護
学
科

学
生
、航
空
学
生
、一
般
曹
候
補
生
、

自
衛
官
候
補
生

【
募
集
内
容
】　
各
種
目
に
よ
り
異

な
り
ま
す
の
で
詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い

・

　
自
衛
隊
岩
手
地
方
協

力
本
部
盛
岡
募
集
案
内
所

０
１
９
‐
６
４
１
‐
５
１
９
１

　
盛
岡
地
区
広
域
消
防
組
合
は
、

盛
岡
市
や
周
辺
市
町
村
に
勤
務
す

る
消
防
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

【
採
用
予
定
人
員
】　
15
人
程
度

【
受
験
資
格
】　
①
高
校
卒
業
以
上

の
学
歴
が
あ
る
人

　
②
高
校
卒
業

は
、平
成
２
年
４
月
２
日
〜
平
成

８
年
４
月
１
日
の
間
に
生
ま
れ
た

そ
の
他

人
。
大
学
ま
た
は
短
大
卒
業
は
昭

和
63
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人
　
※
い
ず
れ
も
平
成
26
年
３

月
卒
業
見
込
み
を
含
む

　
な
お
、身
体
的
な
要
件
も
あ
り

ま
す
の
で
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い

【
採
用
条
件
】　
盛
岡
市
、八
幡
平

市
、雫
石
町
、葛
巻
町
、岩
手
町
、滝

沢
村
、紫
波
町
、矢
巾
町
の
い
ず
れ

か
に
居
住
で
き
る
人

【
申
込
期
間
】　
８
月
19
日（
月
）

〜
９
月
11
日（
水
）（
消
印
有
効
）

【
第
１
次
試
験
】　
10
月
20
日（
日
）

　
盛
岡
地
区
広
域
消
防
組
合

０
１
９
‐
６
２
６
‐
７
４
０
３

　「
チ
ャ
レ
ン
ジ
い
わ
て
ア
ビ
リ

ン
ピ
ッ
ク
２
０
１
３
」（
県
障
が

い
者
技
能
競
技
大
会
）の
参
加
者

を
募
集
し
ま
す
。

【
日
時
】　
９
月
８
日（
日
）午
前
９

時
〜
午
後
３
時

【
場
所
】　
県
立
産
業
技
術
短
期
大

学
校（
〒
０
２
８
‐
３
６
１
５
矢

巾
町
大
字
南
矢
幅
10
‐
３
‐
１
）

【
競
技
種
目
】　
ワ
ー
プ
ロ
、表
計

募
集
し
て
い
ま
す

行
わ
れ
ま
す

郷
土
を
守
る
自
衛
官
募
集

■
26
年
度
自
衛
官
採
用
試
験

個
人
事
業
主
の
皆
さ
ま
へ

■
消
費
税
の
中
間
申
告

相
続
の
こ
と
無
料
で
相
談

■
県
司
法
書
士
会

障
が
い
者
の
技
能
競
技
会

■
い
わ
て
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク

介
護
職
を
目
指
す
人
対
象

■
受
験
講
座
・
研
修
会

子
育
て
講
習
会
を
開
催
！

■
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

消
防
職
員
を
募
集
し
ま
す

■
26
年
度
職
員
採
用
試
験

建
物
の
安
全
チ
ェ
ッ
ク
！

■
建
築
物
防
災
週
間

森
林
は
貴
重
な
資
源
で
す

■
伐
採
は
届
け
出
が
必
要
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 町民カレンダー

休日当番医

子どもの急な病気はかなしみよろこび

日（曜） 時　間 行　事　名 場　所
1
　
（木）09:45 ～ 00:00 離乳食教室

（平成25年4月生まれのお子さんの家族）
町保健センター

13:30 ～ 15:30 福祉のしごと定期出張相談 in岩手町 プラザあい
2（金）09:30 ～ 00:00 妊婦教室2回目

（平成25年9月～12月出産予定の女性）
町保健センター
　

3（土）09:00 ～ 12:00 いわてまちブルーベリー観光農園
（4日まで）

町内 9農園

09:00 ～ 17:00
 

園井恵子生誕百年祭
園井恵子資料展（25日まで）

石神の丘美術館
 

9:00 ～ 17:00

 

石神の丘美術館20周年記念展
玩具と写真による「懐かしの昭和展」
（25日まで）

石神の丘美術館

 
4（日）10:00 ～ 14:00 石神の丘美術館開館20周年記念

親子漫画講座・ちばてつやトークショー
プラザあい
 

6（火）11:00 ～ 園井恵子生誕百年祭開幕式 園井恵子像前
   14:00 ～ 15:30 園井恵子資料展アフタヌーントーク 石神の丘美術館
7（水）12:30 ～ 00:00 ３歳児健康診査（平成21年12月13日

～平成22年2月7日生まれ）
町保健センター

9（金）13:00 ～ 17:00 第33回町産業まつり花き共進会
（11日まで。10、11日は9:00～17:00）

道の駅「石神の丘」
道路情報休憩施設多目的室

10

　

（土）

　

13:30 ～

　

園井恵子生誕百年祭
広島の被爆体験を聞く会
　／映画「無法松の一生」上映会

プラザあい

14（水）11:00 ～ 21:00 第19回町夏まつり 道の駅「石神の丘」
20（火）09:00 ～ 12:00 人権・行政相談 町勤労青少年ホーム

13:00 ～ 16:00 盛岡消費生活センター出前消費者相談会
（要予約：受け付けは役場総務課地域安全係）

町総合開発センター

21（水）10:00 ～ 15:30 盛岡年金事務所出張相談（要予約：盛岡
年金事務所 019-623-6211）

ゆはず交流館

22（木）10:00 ～ 00:00 子育てサロン “すくすく”
※未就学児とその保護者が対象です

町保健センター

25（日）13:30 ～ 00:00 園井恵子生誕百年祭　記念ステージ
ふるさとの丘に虹を追って

森のアリーナ

27（火）12:30 ～ 00:00
12:45 ～

9カ月児健康診査（平成24年11月生まれ）
6カ月児健康診査（平成25年2月生まれ）
1歳児健康診査（平成24年8月生まれ）
※乳幼児の健診を希望する人はどなたでもおいでください

町保健センター

29（木）08:30 ～ 16:00 石神の丘美術館杯ゲートボール大会 町総合グラウンド

日（曜） 時間 行事名 場所
1（日）14:00 ～ 15:30 陸上自衛隊第９音楽隊演奏会 森のアリーナ
4
　
（水）09:45 ～ 00:00 離乳食教室

（平成25年5月生まれのお子さんの家族）
町保健センター

5（木）13:30 ～ 15:30 福祉のしごと定期出張相談 in岩手町 プラザあい
6（金）09:30 ～ 00:00

　
妊婦教室１回目（平成25年 11月～平成
26年2月出産予定の女性）

町保健センター
　

※休日当番医、応援診療科は予定を変
更する場合がありますので、あらかじ
め電話で確認の上、来院ください。

８月

※広報掲載後に予定が変更になる場合もありますが、そのときは、回覧や広報などで
お知らせします。なお、町内の団体などもこの欄をご利用ください。

９月の行事予定

８月の行事予定

県立中央病院附属沼宮内
地域診療センター診療科

診療科 診療日 受付時間

脳神経外科 13 日 08:30 ～
11:00

循環器（内科） 5、19 日 13:00 ～
15:30

高血圧・
糖尿病外来 7、21 日 08:30 ～

完全予約制

小児科 9、23 日 13:00 ～
16:00

皮膚科 13、27日 13:00 ～
15:30

整形外科 2日 08:30 ～
11:30

1（日）一方井診療所

8（日）北上脳神経外科クリニック

８月の応援診療科

診療科 診療日 受付時間

内　科 月曜～金曜日08:30 ～11:30
外　科 月曜～金曜日  8:30 ～11:30

９月

一方井診療所
岩手沼宮内クリニック
北上脳神経外科クリニック

佐々木医院
佐渡医院
さわやかクリニック
塚谷医院
県立中央病院附属
沼宮内地域診療センター

町内病院の電話番号

▼
▼

▼
▼

▼
▼

▼
▼

　62-2659
　61-2025

　61-3636
　62-2234
　62-3211
　62-2043
　62-1155

　62-2511

【受付時間】　9:00～17:00
こども救急相談電話

診療時間外の受診

　【受付時間】　午後7時～ 11時（年中無休）
　【電話番号】　局番なしの ＃8000（ＰＨＳ、ダイヤル式 
　回線電話、ＩＰ電話は 019-605-9000）

■症状が軽い場合
　【受診場所】　盛岡市夜間急患診療所
　盛岡市神明町3-29盛岡市保健所2階　 019-654-1080
　【受付時間】　午後7時～ 11時

■症状が重い場合
　【受診場所】　小児救急入院受入当番病院
　下記予定表のとおり

　【受付時間】　午後5時～翌朝9時、土曜日は午後1時～ 5時
　【対象】　症状が重く入院が必要と思われる子どもと、盛岡
　市夜間急患診療所や休日当番医が診療していない時間帯の
　急病の子どもを受け入れます
　【注意点】　日中の診療時間に受診できる人は、時間内に受
　診しましょう。また、重症な子どもの治療に支障をきたさ
　ないよう、まずは盛岡市夜間急患診療所を受診しましょう。
　日曜、祝日の日中は休日当番医を受診してください

「こころといのちを支えるいわて」
ひとりで悩まず下記にご相談ください。

■盛岡いのちの電話 019-654-7575（正午～午後 9時、
日曜日のみ午後 6時まで）　■県精神保健福祉センター
019-622-6955（午前 9時～午後 4時 30 分）■役場健康
福祉課　 0195-62-2111（内線 518）

■当番病院の連絡先
【中　央】　県立中央病院
　　　　　　盛岡市上田1-4-1　 019-653-1151
【日　赤】　盛岡赤十字病院
　　　　　　盛岡市三本柳6-1-1　 019-637-3111
【医　大】　岩手医科大学附属病院
　　　　　　盛岡市内丸19-1　 019-651-5111
【こども】　もりおかこども病院
　　　　　　盛岡市上田字松屋敷11-14　 019-662-5656
【川久保】　川久保病院
　　　　　　盛岡市津志田26-30-1　 019-635-1305

　組数、人数の（ ）内は実数です。お婿さんお嫁さんは、
結婚して町内に住所がある人を掲載しています。
　広報に掲載を希望しない人は、届け出のときに町民
課にお話ください。

平成 25 年６月受け付け分

日 月 火 水 木 金 土
8/1
日赤

2
中央

3
こども

4
医大

5
中央

6
川久保

7
日赤

8
中央

9
中央

10
医大

11
中央

12
日赤

13
川久保

14
医大

15
中央

16
日赤

17
こども

18
中央

19
医大

20
川久保

21
日赤

22
医大

23
中央

24
中央

25
日赤

26
医大

27
中央

28
医大

29
中央

30
日赤

31
医大

9/1
中央

2
中央

3
川久保

4
医大

5
日赤

6
中央

7
こども

●生まれたお子さん●４人（５人）
▼５月

日 お名前 保護者 行政区

29 中居ねねな 拓　也 舘

30 大巻　柚
ゆづき

月 昌　樹 上 浮 島

11 畑中　彩
あやか

花 富　巳 落 葉

14 地舘　大
だいきち

吉 浩　二 新 田

●お婿さん、お嫁さん● ２組（３組）

日 お名前 世帯主 行政区
８ 水賀美　晃

大巻　彩香
富　成
潤

細 沢
下 浮 島

30 遠藤　勇治
髙倉　莉奈

優
康　司

中 田
民 部 田

▼６月

●亡くなられた人● 15 人（20 人）
▼５月
日 お名前（年齢） 世帯主 行政区

31 竹 エイ子（84） 重　美 土 滝

２ 狩野　愛子（88） 義　直 万 部

３ 滝 川　　 隆（86） テ　ル 駅 通

４ 小沢　トメ（90） 邦　春 万 部

６ 引木ハナエ（81） 治　郎 大 金 沢

７ 佐藤　幸子（49） 竜　也 民 部 田

10 村田マツエ（86） 本　人 新愛宕下

11 稲村　ミネ（103） 本　人 水 堀

14 村木　 子（89） 本　人 上野口町

14 田村　トミ（86） 一　男 細 沢

15 遠山　與吉（79） まき子 御 堂

18 菊池　靖子（75） 淑　人 大 股

21 竹村竹次郎（82） ス　ヱ 駅 通

28 久保　忠衛（76） 照　男 久 保

28 小澤　文雄（77） 三千彦 相 寅 瀬

▼６月

日（曜） 当番医
4（日）佐々木医院

11（日）佐渡医院

18（日）塚谷医院

25（日）さわやかクリニック

町県民税（第 2期）、国民健康保険税・後期高齢者医療保険料（第 2期）の納付期限は 9 月 2日（月）です
※口座振替の場合は8月26日（月）に指定の口座から引き落としになります

▼６月



代表:村田祐子（61）
　　  ＝下野口町＝
会員: 18 人

美
術
館
へ
行
こ
う

編
集
後
記

■
編
集
／
岩
手
町
企
画
商
工
課

〒
028-4395 岩

手
県
岩
手
郡
岩
手
町
五
日
市
10-44

T
E
L0195-62-2111　

F
A
X
0195-62-3104

U
R
L　
h
ttp
://w

w
w
.tow

n
.iw
ate.iw

ate.jp

2013年
［
平
成
25年

］
8月
１
日
発
行

No.650
Iwate-machi  Monthly  Public  Relations  Paper
Iwate-machi

■
人
口
の
動
き（
H
25.6.30現

在
）　
※（
）内
は
前
月
比

　
人
口
/男
7,316（

△
22） 、女

7,658（
△
11） 　

計
14,974（

△
33） 、世

帯
/5,461（

12）
　
出
生
/5、 死

亡
/20、転

入
/21、 転

出
/39、外

国
人
住
民
/122人

※
住
民
基
本
台
帳
法
に
基
づ
き
、人
口
、世
帯
数
は
外
国
人
住
民
を
含
む
数
を
掲
載
し
て
い
ま
す

　
１
日
限
り
の
イ
ベ
ン
ト「
キ
ャ

ベ
ツ
マ
ン
食
堂
」。「
ど
こ
か
に

食
堂
が
で
き
た
の
か
？
」と
い
う

問
い
合
わ
せ
も
あ
っ
た
と
か
。

今
ま
で
に
な
い
奇
抜
な
イ
ベ
ン

ト
名
で
し
た
が
、人
目
を
引
い
た

の
は
間
違
い
な
い
よ
う
で
す
ね
。

　
さ
て
、ホ
ッ
ケ
ー
の
ま
ち
・
岩

手
町
を
作
っ
て
き
た
と
も
い
え

る
名
選
手
た
ち
が
、地
元
開
催
の

大
会
で
日
本
一
に
。
ベ
ン
チ
や

コ
ー
ト
に
笑
い
声
が
響
く
マ
ス

タ
ー
ズ
大
会
な
ら
で
は
の
光
景

も
あ
り
ま
し
た
が
、現
役
選
手

さ
な
が
ら
の
好
プ
レ
ー
も
連
発

し
、補
助
員
を
務
め
た
沼
宮
内
高

ホ
ッ
ケ
ー
部
員
が「
ス
ゴ
イ
！
」

と
う
な
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

さ
あ
、次
は
君
た
ち
の
番
で
す
。

先
輩
た
ち
に
続
く
活
躍
を
期
待

し
て
い
ま
す
。　
　
　
　（
佐
藤
）

No.05

いきいきサ ルクーサ ルクー

「いきいきサークル」では、町内で活動するスポーツ、文化、ボランティアなどのサークル
や団体を紹介します。　　　  役場企画商工課企画広報係 62－2111内線217へ

　「
ウ
エ
ス
ト
が
引
き
締
ま
り
ま
す
よ
」と
笑
う

代
表
の
村
田
さ
ん
。「
カ
ナ
ロ
ア
フ
ラ
」は
毎
週

火
曜
、沼
宮
内
公
民
館
で
活
動
す
る
ハ
ワ
イ
ア

ン
ダ
ン
ス
の
サ
ー
ク
ル
で
す
。
同
公
民
館
の
体

験
教
室
に
始
ま
っ
た
活
動
は
、こ
と
し
で
５
年

目
を
迎
え
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
は
、沼
宮
内
の
ほ

か
他
地
区
か
ら
も
集
ま
る
３
歳
か
ら
60
代
の
女

性
。
町
外
の
教
室
と
一
緒
に
踊
る
機
会
も
あ
り
、

中
嶋
恵
理
子
さ
ん（
30
）＝
一
方
井
＝
は
、「
年

も
仕
事
も
違
う
け
ど
、み
ん
な
と
会
え
る
の
が

楽
し
み
。
知
り
合
い
が
増
え
ま
し
た
」と
フ
ラ

を
通
じ
た
交
流
の
広
が
り
を
喜
ん
で
い
ま
す
。

　
ハ
ワ
イ
ア
ン
ダ
ン
ス
が
似
合
う
夏
場
は
、町

内
外
か
ら
舞
い
込
む
出
演
依
頼
に
応
じ
ま
す
。

岩
崎
教の

り
こ子

さ
ん（
52
）＝
雪
浦
＝
は
、「
最
初
は

恥
ず
か
し
か
っ
た
ス
テ
ー
ジ
も
、今
で
は
や
み

つ
き
。
と
て
も
い
い
気
分
で
す
よ
」と
話
し
、張

り
切
っ
て
練
習
し
ま
す
。
踊
り
を
指
導
す
る
高

橋
香
奈
さ
ん
＝
八
幡
平
市
＝
は
、「
一
番
大
事

な
の
は
笑
顔
で
す
ね
。
フ
ラ
に
悲
し
い
曲
は
な

く
、明
る
く
楽
し
い
曲
ば
か
り
な
ん
で
す
よ
」と

教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
夏
、笑
顔
で
踊
る

「
カ
ナ
ロ
ア
フ
ラ
」の
ス
テ
ー
ジ
に
注
目
で
す
。

夏
が
似
合
う
ハ
ワ
イ
ア
ン
ダ
ン
ス

「
カ
ナ
ロ
ア
フ
ラ
」の
笑
顔
に
注
目

大先輩の好プレーに見入る沼高ホッ
ケー部員たち（7月15日、町ホッケー場）

 石神の丘美術館  62－1453

観覧料金：【町民割引料金】　受付に運転免許証、保険証などを提示ください
　　　　　一般240円／大・高生160円／中学生以下無料

ちょっと昔のあの頃へタイムスリップしてみませんか？

玩具と写真による

会期：８月３日（土）～25日（日）  会期中無休午前9時～午後5時


